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ア
ジ
研
図
書
館
は
、
市
谷
時
代
も
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
私
は
読
売
新
聞
記
者
で
一
九
七
〇
年
代
〜
九

〇
年
代
、
サ
イ
ゴ
ン
、
バ
ン
コ
ク
な
ど
海
外
四
カ
所
に

駐
在
し
た
が
、
そ
の
合
間
や
二
〇
〇
一
年
に
定
年
退
職

す
る
ま
で
調
査
研
究
部
門
に
い
た
時
期
、
東
南
ア
ジ
ア

を
重
点
に
情
勢
フ
ォ
ロ
ー
を
続
け
た
。
だ
か
ら
、
市
谷

に
も
お
邪
魔
し
、
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

だ
が
、
図
書
館
の
か
な
り
の
〝
お
な
じ
み
さ
ん
〞
に

な
れ
た
の
は
、
ア
ジ
研
が
私
の
自
宅
か
ら
車
で
約
一
〇

分
の
海
浜
幕
張
に
移
転
し
、
私
も
大
学
教
員
に
転
じ
て

か
ら
だ
。
国
際
問
題
を
講
義
し
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ

の
問
題
を
多
く
取
り
上
げ
た
。
傍
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

ポ
ル
・
ポ
ト
革
命
や
第
二
次
大
戦
後
北
朝
鮮
に
残
さ
れ

た
日
本
人
や
、
日
本
の
難
民
受
け
入
れ
問
題
な
ど
に
つ

い
て
調
査
し
、
本
を
書
い
た
。
わ
か
る
外
国
語
は
英
語
、

仏
語
だ
け
だ
し
、
広
く
浅
い
研
究
だ
が
…
…
。

大
学
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
非
常
勤
に
な
っ
た
が
、

現
在
、
法
務
省
の
難
民
審
査
参
与
員
を
し
、
少
し
だ
が

講
演
を
し
、
記
事
も
書
い
て
い
る
。
ア
ジ
研
図
書
館
は
、

そ
ん
な
私
の
ダ
ボ
ハ
ゼ
的
活
動
を
支
え
て
く
れ
て
き
た
。

講
義
や
講
演
で
は
、
世
界
の
女
性
や
子
ど
も
の
問
題

を
扱
う
こ
と
が
多
い
。
女
子
教
育
の
闘
士
で
、
二
〇
一

二
年
一
〇
月
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
「
タ
リ
バ
ン
」
に
襲

撃
さ
れ
、
九
死
に
一
生
を
得
た
パ
キ
ス
タ
ン
の
少
女
マ

ラ
ラ
も
よ
く
取
り
上
げ
た
。
地
元
へ
の
影
響
も
知
り
た

く
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
新
聞
・
雑
誌
に
目
を
通
し
た
。

地
元
住
民
は
、
タ
リ
バ
ン
の
怖
さ
を
改
め
て
思
い
知

ら
さ
れ
た
。
事
件
後
、
地
元
の
国
立
女
子
大
学
の
学
生

た
ち
が
デ
モ
を
し
た
。
政
府
が
こ
の
大
学
を「
マ
ラ
ラ
・

ユ
ス
フ
ザ
イ
女
子
大
学
」
に
改
名
し
た
こ
と
へ
の
抗
議

デ
モ
だ
っ
た
。
学
生
た
ち
は
マ
ラ
ラ
の
写
真
を
破
り
、

校
名
を
元
に
戻
せ
と
要
求
し
た
。「
マ
ラ
ラ
を
記
念
す

る
学
校
に
通
っ
て
、
生
命
を
脅
か
さ
れ
る
の
は
私
た
ち

だ
」。
こ
う
し
た
側
面
ニ
ュ
ー
ス
も
フ
ォ
ロ
ー
で
き
た
。

同
年
一
二
月
、「
女
子
学
生
レ
イ
プ
殺
人
事
件
と
怒

り
の
大
デ
モ
」
が
イ
ン
ド
・
デ
リ
ー
を
ゆ
る
が
せ
た
。

二
三
歳
の
女
子
学
生
が
夜
、
バ
ス
の
な
か
で
六
人
組
に

乱
暴
さ
れ
、
車
外
に
投
げ
出
さ
れ
死
亡
し
た
。
そ
れ
に

対
し
激
し
い
抗
議
デ
モ
が
起
き
た
。
女
性
へ
の
暴
力
が

の
さ
ば
る
社
会
へ
の
強
烈
な
異
議
申
立
て
。
政
府
も
マ

ス
コ
ミ
も
、大
き
な
衝
撃
を
受
け
、刑
を
厳
し
く
し
、「
女

性
尊
重
」
を
呼
び
か
け
た
。
だ
が
、
そ
の
後
も
イ
ン
ド

の
レ
イ
プ
は
減
ら
な
い
。
そ
ん
な
動
き
も
、
ア
ジ
研
図

書
館
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
ポ
ル
・
ポ
ト
派
を
裁
く
特
別
法

廷
が
続
い
て
い
る
。
内
戦
と
革
命
の
後
遺
症
、
女
性
や

子
ど
も
の
苦
難
、
開
発
と
貧
困
、
親
中
国
に
傾
く
フ
ン
・

セ
ン
政
権
の
動
向
な
ど
ウ
ォ
ッ
チ
し
た
い
こ
と
が
多
い

か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
英
字
紙
や
英
文
月
刊
誌
は
、
ひ

ん
ぱ
ん
に
コ
ピ
ー
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

大
学
の
教
室
で
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
関
連
写
真

を
み
せ
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
だ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん

著
作
権
に
注
意
し
な
が
ら
だ
が
、
現
地
語
の
新
聞
雑
誌

も
、
使
え
る
写
真
が
載
っ
て
い
れ
ば
コ
ピ
ー
す
る
。

難
民
審
査
に
関
し
て
い
え
ば
、
い
ま
日
本
で
難
民
申

請
数
の
多
い
の
は
、
ト
ル
コ
、
ネ
パ
ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
順
だ
。

参
与
員
は
、
法
曹
関
係
者
、
大
学
教
授
、
元
大
使
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
役
員
な
ど
様
々
だ
が
、
私
は
元
国
際
報
道
人
と

し
て
委
嘱
さ
れ
た
。
そ
こ
で
審
査
の
面
談
で
も
、
人
一

倍
現
地
の
最
新
事
情
を
事
前
に
仕
込
ん
で
お
く
責
任
が

あ
る
と
思
う
か
ら
、
現
地
ニ
ュ
ー
ス
の
チ
ェ
ッ
ク
は
欠

か
せ
な
い
。

実
は
、
私
の
家
で
、
ア
ジ
研
図
書
館
に
縁
が
あ
る
の

は
私
だ
け
で
は
な
い
。

娘
は
、
会
社
勤
め
を
し
、
今
赤
ん
坊
も
含
め
て
二
女

を
育
て
な
が
ら
、
女
性
労
働
に
関
す
る
博
士
論
文
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
神
奈
川
在
住
だ
が
実
家
に
来
る
た

び
、
ア
ジ
研
図
書
館
に
足
を
運
ぶ
。
長
女
出
産
前
の
臨

月
の
時
も
お
世
話
に
な
っ
た
。
娘
婿
も
、
以
前
中
国
に

在
勤
し
、
今
は
あ
る
国
家
資
格
取
得
試
験
を
目
指
し
て

猛
勉
強
中
で
、
来
館
者
に
加
わ
っ
た
。
そ
し
て
私
の
妻

も
、
時
た
ま
現
代
史
関
係
の
和
書
に
ふ
れ
る
ぐ
ら
い
だ

が
、
利
用
者
の
末
端
に
い
る
。
こ
う
し
て
、
一
等
で
な

く
三
等
船
室
の
客
だ
ろ
う
が
、
一
家
そ
ろ
っ
て
ア
ジ
研

図
書
館
丸
に
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

日
本
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
の
重
要
性

は
、
増
す
一
方
だ
ろ
う
。
ア
ジ
ア
に
関
心
を
持
つ
青
少

年
が
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
。
ア
ジ
研
図
書
館
の
主
催

で
、
地
域
の
学
校
と
協
力
し
、「
ア
ジ
ア
が
わ
か
る
集

い
」
と
か
、「
ア
ジ
ア
の
文
化
と
本
を
知
る
課
外
授
業
」

な
ど
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
将
来
の
図
書
館
利
用
拡

大
へ
の
土
台
作
り
に
も
な
る
、
と
思
う
の
だ
。

（
や
ま
だ　

ひ
ろ
し
／
元
嘉
悦
大
学
教
授
）
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